
 

地域包括支援センターの機能強化と日常生活圏域のあり方の検討について 

 
 
１ 地域包括支援センターを取り巻く課題 

（１）地域包括支援センターの機能強化 

地域包括支援センターは、地域包括ケアシステムの構築において培われたノウハ 

ウを活かし、地域共生社会の構築においても中心的な役割を担うことが期待され 

ており、事業評価も踏まえ、地域共生社会の実現に向けてさらなる機能強化が求 

められている。 

   （国が示す包括的な支援体制の整備） 

・ 「他人事」が「我が事」になるような環境整備 

・ 住民に身近な圏域で、分野を超えた課題に総合的に相談に応じる体制づくり 

・ 公的な関係機関が協働して課題を解決するための体制づくり 

 

 （２）日常生活圏域のあり方 

高齢社会の進行や社会的要因の変化に対応するため日常生活圏域のあり方に 

ついての検討が求められている。 

   （要因） 

・ 65 歳以上高齢者人口が増加するとともに、75 歳以上高齢者人口も増加 

・ 高齢者単独世帯及び高齢者のみ世帯の増加 

・ 日常生活圏域のうち、3,000 人～6,000 人を超える圏域が半数近く出現 

（H18：１圏域 → H31：９圏域） 

・ 小学校の統合や中学校の通学区域の見直し等 

 

 

２ 地域包括支援センターの機能強化と日常生活圏域のあり方の検討体制について 
上記課題の解決に向けて、今年度から地域包括支援センターの機能強化と日常生

活圏域のあり方についての検討に着手し、2025 年問題に先がけて、今後の方向性を

示す。 

地域包括支援センターの適正な運営について協議をする地域包括支援センター

専門部会及び地域包括ケアシステム推進基本構想に係る各種施策の実施状況等に

ついて協議をする金沢市地域包括ケアシステム推進基本構想評価専門部会の合同

開催により検討を行う。 

 

   

３ 今後の予定 

・ 令和元年度    現状分析、課題の整理等  

・ 令和２年度以降  地域包括支援センターの機能強化及び日常生活圏域の 

見直しについての具体的な内容について検討 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考１ 地域包括支援センターについて 

地域包括支援センターは、介護予防ケアマネジメント業務等の包括的支援事業を実

施し、地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことに

より、保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的としている。 

地域包括支援センターが担当する区域における第一号被保険者の数がおおむね 3,000

人以上 6,000 人未満ごとに置くべき専らその職務に従事する常勤の職員の員数は、原

則として次のとおりとすること。 

〇保健師等１人、社会福祉士等１人、主任介護支援専門員１人 

 
 
参考２ 日常生活圏域について 

日常生活圏域は、その住民が日常生活を営んでいる地域として、地理的条件、人口、

交通事情その他の社会的条件、介護給付等対象サービスを提供するための施設の整備

の状況その他の条件を総合的に勘案して定める区域として、設定することとされてお

り、国では、おおむね 30 分以内に必要なサービスが提供される区域（具体的には中

学校区）を単位として想定している。 

 

 
参考３ これまでの経緯と現状について 

  平成 18 年度 

・ 地域包括支援センターについては、これまで地域高齢者の支援を行い、地域

支援に実績のある「お年寄り介護相談センター」の移行を基本とし、各セン

ター３名（保健師等、社会福祉士等、主任介護支援専門員）の専門職でサー

ビスを開始 

・ 日常生活圏域については、国は中学校区単位等、地域の実情に応じた圏域を

定めることとしており、金沢市では複数の地区社会福祉協議会の地域をおお

むね中学校区ごとにまとめ 19 圏域を設定 

 

平成 24 年度 

・ ３名の専門職の他に市独自で介護支援専門員を１名配置 

・ 担当圏域の高齢者人口が 6,000 人超のセンターに対して、非常勤１名を配置 

 

平成 27 年度 

・ 担当圏域の高齢者人口が 8,000 人超のセンターに対して、常勤（３職種のい

ずれか）１名を配置 

 

平成 30 年度 

・ 市独自配置の介護支援専門員を３職種のいずれかの専門職の配置に変更 

    （３職種３人体制→４人体制） 

・ 臨時事務職１名を配置 

令和元年度 第１回 
金沢市介護保険運営協議会 
令和元年８月 28 日 

 
資料６ 



　

参考４　日常生活圏域ごとの人口と65歳以上人口

日常生活圏域（包括）

H18 H31 増減 H18 H31 増減

きしかわ 19,187 17,703 -1,484 4,215 5,548 1,333

合 計 444,270 450,957 6,687 82,800 119,073 36,273
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